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本日の内容

鹿角市の取組み
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本当に達成できるの？
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何のために目指すの？
03
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2030年のCO2排出量と森林吸収量
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7.3 万t-CO2

(2018)
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(2018)
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７つの対策

1. 再エネ電気メニューへの切替

2. 自家消費型再エネ電源の導入

3. EV（電気自動車）への切替

4. 省エネ設備への更新

5. 建物の熱対策

6. 適切な森林管理

7. その他脱炭素行動の促進
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再エネ電気メニューへの切替

かづのパワーが再エネ電源を確保しながら地域の再エネを供給し、

電気由来の CO2 を削減します。

削減量目標 4.63 万t-co2

対策目標 市内電力需要の 50％（約 8,700 万 kwh/年）

対策１
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自家消費型再エネ電源の導入対策２

自家消費型の太陽光、木質バイオマスコジェネ（熱電併給）を導入し、

電気由来の CO2 を削減します。

削減量目標 0.63 万t-co2

対策目標 太陽光 10,000kw、木質バイオマス 320kw
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EV （電気自動車）への切替対策３

充電設備等、必要なインフラを整えることで、EV への切替を進め、動力

由来の CO2 を削減します。

削減量目標 1.18 万t-co2

対策目標 市内車両の 20％（旅客3,700 台、貨物1,300 台）
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省エネ設備への更新

ＬＥＤ照明や産業用機械など、省エネ機器への更新を進め、電気・熱由来

の CO2 を削減します。

削減量目標 0.75 万t-co2

対策目標 市内電力需要の 8％（約1,400 万 kwh）

対策４
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建物の熱対策対策５

削減量目標 0.11 万t-co2

対策目標 年間 66 件の断熱改修、 ZEH、薪ストーブ導入

断熱改修や ZEH、薪ストーブの導入を進め、

電気・熱由来の CO2 を削減します。
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適切な森林管理対策６

削減量目標 吸収量 14.8万t-co2を維持

対策目標 森林経営管理計画のカバー率 100％

森林経営管理計画を進め、間伐や伐採・再造林など適切な森林管理を

継続し、森林吸収量を維持します。
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その他脱炭素行動の促進対策７

削減量目標 ー

対策目標 ー

節電、クールビズ、節水、公共交通の利用、ごみの削減、低炭素商品の

選択など、市民や事業者のCO2 削減に繋がる行動を促進します。
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2030年までの達成を宣言しているのは鹿角市のみ
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鹿角市の水力発電所

©炭素(@tanso)さんのTwitterから引用
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鹿角市の地熱発電所

独立行政法人エネルギー・金属鉱物資源機構webサイトから引用
https://www.jogmec.go.jp/

東北電力webサイトから引用
https://www.tohoku-epco.co.jp/
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鹿角市の風力発電所

㈱ユーラスエナジーホールディングスwebサイトから引用
https://www.eurus-energy.com/
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鹿角市の再エネ発電所
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高い電力自給率

千葉大学倉阪研究室・NPO法人環境エネルギー政策研究所「永続地帯2021年度版報告書」
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高い再エネポテンシャル

環境省「自治体排出量カルテ」
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もちろん、地球温暖化対策ですが、、、
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地方創生にも繋がります！
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・・・どういうこと？？



地域にお金が留まる

電気・ガス・ガソリン代として

地域外にお金が流出

地域エネルギー事業で、お金を地域

内に留める
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地域にお金が留まる
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地域にお金が留まる
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地域にもっとお金を留めるために・・・

31

石炭・原油・天然ガス：△32億円

石油・石炭製品 ：△34億円

ガス・熱供給 ：△ 7億円

省エネ（建物の断熱、高効率のエアコン・冷蔵庫に買い替え）

灯油ストーブを、エアコン、薪ストーブに切替

灯油・重油ボイラーを、エコキュート、薪ボイラーに切替

ＥＶに更新



地域にもっとお金を留めるために・・・
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電気：＋148億円

かづのパワーへの切替

自家消費太陽光の導入
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エネルギーコストのリスクを下げる



再エネで地域をブランディングする
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● 再エネを供給できることが、地域の競争力になる

● 再エネで観光地をブランディングし、価値をさらに高める



災害（停電）に強いまちを作る
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● 建物に太陽光発電が設置されていれば停電時にも非常用電源になる

● 蓄電池も導入していれば、電気を溜めて太陽光発電が発電できない

夜間等にも電気を供給できる

● 自営線を引けば、送電線が切断されても電気を供給できる
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かづのパワーの将来像
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豊富な再エネの恩恵を、

市民が実感できるまちへ

ふるさとを誇り、未来を拓くまち


